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生した近代スポーツは、統一したルールを定めることによって身体の「野蛮性」を排除し、肉体の鍛錬と規律を重んじる精神の陶冶を通して近代社会の形成手段となった。それらは貿易や伝道といった活動とともに非西欧世界にも伝わり、 「文明化」へ 手本として、まずはエリート層 普及した。ブラジルも例外ではない。一九世紀末から二〇世紀初めにかけ、貿易や鉄道経営などのために駐在したイギリス人によってサッカ が、米国起源のＹＭＣＡによってバスケットボールやバレーボールが伝えられ、ボート競技ととも リオデジャネイロやサンパウロなどの上流階級に愛好されたことが知られている。
　
ところで、ブラジル初の全国的
なスポー ツの統括組織は、一九一六年に創設されたブラジルスポーツ連盟（ＣＢＤ）であるが、その創設には当時 外務大臣ラウロ・ミューラーが深く関わっていた。なぜ、 団体 組織化に、政治家・外交官が関与したのだろうか ブラジルのスポーツ史家Ｃ・Ｅ・サルメントによれば、ブラジルスポーツ連盟（ＣＢＤ）創設には次のよ な経緯があった。　
一九一六年七月、アルゼンチン
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ヴァルガス大統領が臨席し サンパウロ、リオデジャネイロ、ミナスジェライス三州の執政官（連邦政府の任命した執政官が州知事の職務を行っていた） 、サンパウロ市や連邦区（首都）および パウロ州内約二七〇市の市長が貴賓席を埋めていた。式は、約一万人の学生の入場行進から始まり、アルゼンチン、ペルー、ウルグアイの代表団、サンパウロ州の主要スポーツクラブが続いた。国歌斉唱、国旗掲揚の後、リオからサンパウロまでリレーで運ばれてき 国旗と聖火が到着し、貴賓席の正面に聖火が灯された。サンパウロ市長の挨拶を受けて、ヴァルガス大統領の開会宣言となっ が、ヴァルガスは「即興で」次のように演説した。　
…サンパウロ州の州都の中心部
にある青年の市民文化に捧げられ













abril,1940, p. 8 、傍線は引用者） 。
パカエンブー・スタジアム（筆者撮影、2013 年 9 月）
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ヴァルガスは、一九三〇年一〇
月にクーデターで政権を握ると、労働政策を転換し、労働者を重要な支持基盤として体制内に組み込んだ。一九三七年一一月には、予定されていた大統領選挙を中止し、個人崇拝的 独裁体制「新国家」を樹立した。そうしたなかで、ラジオ放送を含め、労働者を中心とする国民に直接訴えかける政治手法を磨いた。サッカー・スタジアムに労働者を動員し、メーデーを祝うこともそのひとつであった。パカエンブー・スタ アムは、一九五〇年にマラカナン・スタジアムが完成するまでリオデジャネイロ最大であったサン ジャヌアリオ・スタジアムと並び、ヴァルガスによってメーデーの祝賀会場としてしばしば使われた。　
前記の挨拶のなかで、ヴァルガ
スはサッカー・スタジアムを「愛国主義」の揺り籠と捉え、サッカー＝スポーツを通じたブラ ル国民の「優生学的改良」を示唆 ている。言い換えれば、サッカーによる国威発揚と「優秀な」国民の育成を目指して た。この点に関し、国民統合を目的 したヴァルガスのもうひとつの政治手法である、メディアを通じた宣伝 の関
連も注目される。ブラジルのスポーツ史研究者Ｖ・Ａ・デ・メロによれば、ヴァルガスのメディア戦略で中核的な役割を果たしたロリヴァル・フォンテスは、一九三四年に創設された連邦政府の「宣伝文化普及部」 （ＤＰＤＣ）の部長に就任して間もなく、ブラジル・スポーツ連盟（ＣＢＤ）から第二回ワールドカップ（イタリア）のブラジル代表の団長就任を要請され、熱烈に信奉していたムッソーニのイタリアに渡った。　
一九三八年に開催された第三回









れが元選手の名前であった。リオデジャネイロ州ニテロイ出身 黒人女性で、東京五輪にはブラジル選手団唯一の女性 と て参加した。走高跳びで四位入賞を果た
し、この記録は個人競技としてブラジル女子五輪選手の最高成績であり続けている。　
長くブラジルの黒人史を勉強し
てきたものの、この依頼を受けるまで、恥ずかしながら私はアイーダ・ドス・サントスという選手の存在を知らなかった。五輪で活躍したブラジルの黒人陸上選手としては、ヘルシンキ大会（一九 二年）とメルボルン大会（一九五六年）において三段跳びで連覇を果たしたアデマー ・フェレイラダ・シルヴァ（マルセ ・カミュの映画『黒いオルフェ』で「死の男」を演じている） 、モントリオール大会（一九七六年）と スクワ大会（一九八〇年）で同じく三段跳びの銅メダルに輝いた「ジャンプのジョアン」ことジョアン・オリヴェイラ、アテネ大会（二〇〇四年）の男子マラソンの銅メダリスト、ヴァンデルレイ・デ・リマがいる。三人は五輪以外の様々な国際大会でも好成績を残しており、国民的英雄となった男子選手である。　
東京から帰国すると大歓迎を受
けたとのことであるが、件の二〇一二年に制作されたドキュメンタリー『アイーダ・ドス サン
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トス、不屈の女性』 （アンドレ・プポ監督）には、今はなき国立競技場を再訪し、郷愁とともに「とても悲しかった、とても辛かった。ブラジルから、いえブラジル五輪委員会の役員たちから私はずいぶんいじめられた」と回想する姿が映し出されている。　
ファヴェーラで生まれ育ち、友




と、ファヴェーラ出身であること。アイーダ・ドス・サントスは過酷な条件のなかで黙々と練習を重ねた。メキシコ大会では近代五種で出場したもの 次のミュンヘ大会（一九七二年）では派遣取り消しの憂き目にあっている。夏季五輪のリオ開催が決まる テレビや新聞で取り上げられるようになったが、 「忘れられたヒロ ン」の扱いが多いようだ。●おわりに　
ブラジルにおける「スポーツの
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